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Injury and impairment regarding the Waseda university tennis team
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	【初めに】
	早稲田大学庭球部は、１９０３(明治３６)年に誕生。設立当時は軟球を使用していた。１９０４年、創部の翌々年の春、強力な新人が入部し、さらにテニスにも強い野球部の選手が野球のユニフォームを着て出場するなどの創意工夫の結果、初めて高師を破った。高師を破った早稲田と高商を破った慶応との戦い、第一回早慶戦が秋に三田の慶応コートで行われたのは、その秋のことだった。結果は引き分けだった。
	現在庭球部は全日本大学リーグのトップである関東大学テニスリーグでは１部に在籍しトップに君臨している。また全国の大学対抗戦で一番大きな全日本大学対抗テニス王座決定試合では、男子９連覇女子８連覇アベック８連覇をしており、特に男子に関しては未だかつてない連覇を続けている。
	【研究目的・方法】
	現在庭球部は、男女共にどの大学も成し遂げていない連覇を更新し続けている。その中で連覇のプレッシャーに打ち勝つために、練習量、トレーニング量が増え、ケガをする選手が多くみられるようになった。本研究は庭球部員のケガ、障害調査を行い更なる連覇を成し遂げられるよう、分析したデータを現役部員に反映していきたい。
	早稲田大学庭球部員全員を対象に、男子３５人、女子２７人にアンケート調査を行った。行ったアンケートは、性別、経験年数、レギュラーであるか。また入部前入部後で分け、ケガをした部位、病名、時期、原因、トレーニング方法、治療法である。
	【調査結果と考察】

